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神楽沢近隣公園２期整備工事始まる
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令和５年第２回定例会（６月議会）は、６月１日に開会し 20 日に
閉会しました。９日から 13 日で休日を除く３日間、11 人の議員が
一般質問を行いました。

14 日の一般会計予算決算委員会では、補正予算を審査しました。
20 日の議案審議では、一般会計補正予算、公園整備をはじめ駐輪

場の更新、公共施設改修等の工事請負契約の締結および人事案件など
の村長提出議案 14 件全てを可決・同意しました。

また、発議第１号「安保関連３文書」の閣議決定の撤回を求める意
見書については否決、請願第５－１号「最低賃金の大幅引き上げと中
小企業支援策の拡充を求める意見書」採択の請願書は不採択としま 
した。

６月議会
あらまし

※全議案の議決結果は
ホームページでご覧
いただけます。

東海消防署近く中央４号公園整備工事可決
中央４号公園整備工事請負契約の締結に関する議

案を全会一致で可決しました。東海消防署近くに新
しい公園が整備されます。中央４号公園には、ブラ
ンコや複合遊具を設置し令和６年３月完成予定で
す。主として街区内に居住する人たちの利用を目的
とした「幼児からお年寄りまで幅広い年代が楽しめ
る」公園となります。

■契約金額　６千 149万円

神楽沢近隣公園２期整備工事始まる
神楽沢近隣公園２期整備工事請負契約の締結に関

する議案を全会一致で可決しました。２期工事では、
大型滑り台を含む遊具、照明灯およびトイレ等が設
置されます。開園は、令和６年度中を予定してい 
ます。

神楽沢近隣公園は、中央土地区画整理地内に地区
のシンボルである神楽橋の下に広がる 2.6ha の大
きな公園です。完成すれば「水と緑が溢れ自然、四
季を感じられる憩いの場所」となることでしょう。

中央土地
区画整理
地　　内

■契約金額　２億５千 630万円 大型滑り台のある神楽沢近隣公園

完成が待たれる中央４号公園

6
月
定
例
会

2議会だより 2023.７ 第 53 号



－安全で利用しやすい屋根付き駐輪場をめざして－
東海駅東口駐輪場更新工事を可決

現在の東海駅東口駐輪場

民生委員・児童委員との意見交換会
文教厚生委員会

去る５月 18 日に文教厚生委員会は、村議会棟委員会室において民生委員・児童委員
との意見交換会を実施しました。

民生委員・児童委員運営委員 19 名に参加していただき、①民生委員・児童委員の現

グループごとの意見交換会

状と課題、②民生委員・児童委員
から見た地域の課題についての２
つのテーマで意見交換を行いま
した。意見交換により、民生委
員・児童委員の活動について理解
を深めることができました。今後
は、頂いた意見および課題を整理
し、引き続き村議会として村政に
つなげるべく調査を進めてまいり 
ます。

東海駅東口駐輪場更新工事請負契約の締結に関す
る議案を全会一致で可決しました。　

現在は、駐輪を想定していない歩道スペースへの
駐輪が常態化しています。そのため本来の歩道は狭
くなり、また歩行者と自転車の動線が重なってしま
い、通行上危険な状態です。村では、村民すべてに
優しく使いやすい駐輪場を目指して再整備すること
になりました。

工事期間は、８月から令和６年３月末までです。な
お、工事期間中は現在の駐輪場が利用できないため、
駅東第２公園の一部に仮設駐輪場が設けられます。
■契約金額　１億 813万円

6
月
定
例
会
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議員名

議案等名

新政とうかい 光風会 公明党

結果
飛
田　
静
幸

舛
井　
文
夫

大
内　
則
夫

越
智　
辰
哉

河
野　
健
一

武
部　
愼
一

吉
田　
充
宏

寺
門　
定
範

笹
嶋　
士
郎

三
上　
　
修

江
田　
五
六

恵
利　
い
つ

岡
崎　
　
悟

植
木　
伸
寿

大
名
美
恵
子

村
上　
　
孝

阿
部　
功
志

請願第５－１号
「最低賃金の大幅引き上
げと中小企業支援策の拡
充を求める意見書」採択
の請願書

× × ×
議

長

×
欠

席

× × × × × ○ × × ○ × ○ 不採択

発議第１号
「安保関連３文書」の閣
議決定の撤回を求める意
見書について

× × × × × × × × ○ ○ × × ○ ○ ○ 否決

○…賛成　　×…反対	 ※議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します。

発
議
第
１
号

安
全
保
障
の
あ
り
方
、
日
本
の
役
割
は

外
交
政
策
と
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
外
交
努
力

を
通
じ
て
対
応
す
べ
き
。
閣
議
決
定
の
み

で
改
正
を
図
り
、
特
化
し
た
軍
事
予
算
を

国
民
に
押
し
付
け
る
こ
と
は
断
じ
て
許
さ

れ
な
い
。
戦
争
の
歴
史
を
繰
り
返
さ
な
い
。

賛
成

村
上 

　
孝 

議
員

反
撃
能
力
の
保
有
は
相
手
国
が
ミ
サ
イ

ル
攻
撃
等
の
発
射
前
の
段
階
で
も
相
手
国

が
「
攻
撃
に
着
手
」
し
た
と
見
な
し
て
反

撃
で
き
る
も
の
と
す
る
。
実
質
的
に
国
際

法
上
も
違
法
な
先
制
攻
撃
の
事
態
が
想
定

さ
れ
憲
法
第
９
条
の
下
で
絶
対
に
許
さ
れ

な
い
。

賛
成

大
名 

美
恵
子 

議
員

請
願
第
５
ー
１
号

戦
争
は
経
済
と
生
活
へ
の
大
打
撃
だ
。

敵
対
関
係
を
小
さ
く
す
る
外
交
努
力
を
政

府
は
放
棄
し
て
い
る
。
軍
事
力
の
肥
大
化

で
平
和
が
保
て
る
と
い
う
発
想
は
安
易
で

思
慮
が
浅
い
。
危
険
な
目
に
合
わ
な
い
立

場
の
人
ほ
ど
無
責
任
に
威
勢
の
い
い
こ
と

を
言
う
。

賛
成

阿
部 

功
志 

議
員

国
防
は
国
が
や
る
こ
と
だ
が
、
地
方
か

ら
も
声
を
上
げ
な
い
と
戦
前
と
同
じ
に
な

り
か
ね
な
い
。
抑
止
力
で
平
和
は
守
れ
ず

国
の
あ
り
方
が
根
本
か
ら
覆
る
。
多
く
の

戦
争
は
自
衛
か
ら
始
ま
っ
た
。
日
本
が
や

る
べ
き
は
軍
拡
で
は
な
く
、
平
和
を
つ
く

る
外
交
だ
。

賛
成

光
風
会恵

利 

い
つ 

議
員

請
願
者
の
最
低
生
計
費
試
算
調
査
で
は

労
働
時
間
月
１
５
０
時
間
と
し
て
男
性
の

時
給
１
６
８
７
円
、
女
性
は
１
６
７
４
円

に
。
物
価
水
準
は
茨
城
と
東
京
他
府
県
も

殆
ど
差
が
な
い
。
中
小
企
業
支
援
と
共
に

最
低
賃
金
を
全
国
一
律
に
す
る
必
要
性
は

明
ら
か
。

賛
成

大
名 

美
恵
子 

議
員

日
本
は
、
隣
国
の
ミ
サ
イ
ル
発
射
や
海

洋
進
出
に
よ
っ
て
、
軍
事
的
脅
威
に
晒
さ

れ
て
い
る
。
国
連
が
機
能
し
な
い
現
状
に

お
い
て
、
必
要
最
小
限
度
の
設
備
導
入
は

不
可
避
。
話
し
合
い
を
続
け
つ
つ
も
、
適

時
課
題
に
折
り
合
い
を
付
け
て
ゆ
く
必
要

が
あ
る
。

反
対

新
政
と
う
か
い

三
上
　 

修 

議
員

我
が
国
は
戦
後
、
最
も
厳
し
い
安
全
保

障
環
境
に
直
面
し
て
い
る
。
防
衛
力
の
増

強
や
同
盟
国
と
の
協
力
関
係
強
化
が
必
要

で
あ
る
。
外
交
と
防
衛
が
両
輪
と
し
て
機

能
す
る
こ
と
が
重
要
だ
が
、
外
交
あ
り
き
、

防
衛
あ
り
き
の
問
題
提
示
は
、
無
意
味
だ
。

反
対

新
政
と
う
か
い

吉
田 

充
宏 

議
員

一
律
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
必
要
で

あ
る
。
し
か
し
、
最
低
賃
金
時
給
１
５
０	

０
円
の
実
現
に
は
、
日
本
経
済
の
生
産
性

の
向
上
に
よ
る
大
幅
な
成
長
が
必
須
で
、

社
会
全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
見
極
め
進
め
る

必
要
が
あ
る
。
現
在
そ
の
環
境
に
な
い
。

反
対

公
明
党岡

崎 

　
悟 

議
員

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
に
反
対
す
る
人

は
雇
う
側
の
立
場
に
の
み
立
ち
、
雇
わ
れ

る
側
の
立
場
に
立
と
う
と
し
な
い
。
請
願

は
中
小
企
業
支
援
策
の
拡
充
も
セ
ッ
ト
で

出
さ
れ
て
い
る
の
に
、
そ
こ
を
無
視
し
て

い
る
。
請
願
内
容
を
理
解
し
て
い
る
の
だ

ろ
う
か
。

賛
成

阿
部 

功
志 
議
員

各議員の賛否（議案などで賛否の分かれたもの）

　
自
分
の
意
見
（
賛
成
ま
た
は
反
対
）
を
表
明
し
、
そ
の
意
見
に
反
対
す
る
議
員
、
賛
否
の
意

思
を
決
め
て
い
な
い
議
員
を
、
自
分
の
意
見
に
賛
同
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

討
論
と
は
…

論
討
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村政を問う！村政を問う！ 一般質問

岡崎　悟　議員　P.6
１　チャットGPT活用について
２　保育所等での紙おむつ定額利用サービスにつ
いて

３　二軒茶屋原研線の街路灯の整備について

江田　五六　議員　P.6
１　高度AI 技術の行政での活用について
２　AI 時代に生きる子どもたちに必要な学びに
ついて

３　なぜやらない、学校給食費の無償化

恵利　いつ　議員　P.7
１　オーガニック給食を実現するための政策
２　LGBTQ＋多様な性を認め合える地域づくり
３　投票率低下を改善するため何ができるか

大内　則夫　議員　P.7
１　街頭防犯カメラ（監視カメラ）の設置について
２　「選ばれる」まちづくりについて
３　避難行動要支援者に対する個別の避難計画作
成について

舛井　文夫　議員　P.8
１　バリアフリーの施策体系について
２　健康施策について
３　６号国道の拡幅及び水戸外環状道路について
４　農地中間管理機構について
５　温暖化に対する村の環境対策について

三上　修　議員　P.8
１　村民切望の広域避難計画の公表時期は
２　過去の一般質問はどのように検討したか
３　各種団体の本村活動評価
４　公共施設の喫煙所設置状況

笹嶋　士郎　議員　P.9
１　保育所待機児童について
２　村松北、村松宿などの狭隘道路解消について
３　文化団体振興について

大名　美恵子　議員　P.9
１　第９期高齢者福祉計画策定に向けて
２　ウオーカブルなまちづくりの推進に関連して
３　東海村環境整備事業協会との新たな協定締結
に関連して

４　再稼働を目指す東海第二原発をめぐる諸課題
について

５　避難行動要支援者「個別避難計画」作成について

植木　伸寿　議員　P.10
１　地域包括ケアシステムなどの取組状況は
２　脱炭素社会の構築に向けた進捗は
３　住民活動団体に対する安全確保の取組は

河野　健一　議員　P.10
１　役場正面入り口からもみじ通りまでの村道整
備について

２　阿漕ヶ浦公園管理棟について
３　広域避難計画の住民周知について

阿部　功志　議員　P.11
１　原電に示した議論の項目素案は
２　要支援者の自助努力に対する見解は
３　「避難弱者」の避難方法の対策は
４　原子力災害における個別避難計画に対する取組は
５　願船寺周辺の道路発掘調査を

※青字の質問を掲載。
※議会ホームページでもご覧いただけます。

東海村議会 検索

一

般

質

問
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　議員が、村のさまざまな施策について村長や教育長に対して質問し、時には是正を求めながら、新たな施策の提案や意見を述べ、村
政をより良い方向へ導くものです。

一般質問とは

問　
二
軒
茶
屋
原
研
線
の

街
路
灯
や
防
犯
灯
の
整
備

に
つ
い
て
は
、
将
来
、
県

か
ら
の
移
管
を
受
け
る
前

に
実
施
で
き
な
い
か
。

答　
二
軒
茶
屋
原
研
線
は

令
和
２
年
10
月
28
日
に
締

結
し
た
覚
書
に
よ
り
、
水

戸
外
環
状
道
路
の
供
用
さ

れ
た
区
間
の
割
合
に
応
じ

て
県
か
ら
移
管
を
受
け
る

予
定
で
、
現
在
県
は
設
計

や
境
界
確
認
を
進
め
て
い

る
。
当
該
区
間
の
道
路
照

明
に
つ
い
て
県
は
、
主
に

信
号
機
の
設
置
さ
れ
た
交

差
点
や
横
断
歩
道
に
街
路

灯
を
設
置
し
て
、
安
全
な

歩
行
環
境
を
確
保
し
て
い

る
。
し
か
し
、
夜
間
に
は

以
前
よ
り
歩
道
が
暗
い
区

問　
昨
今
話
題
の
チ
ャ
ッ

ト
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
高
度
な
対

話
型
Ａ
Ｉ
技
術
の
開
発
は
、

将
来
的
に
は
大
手
Ｉ
Ｔ
企

業
や
中
国
な
ど
で
も
開
発

す
る
と
予
想
す
る
。
今
の

時
代
に
生
き
る
子
ど
も
た

ち
は
、
高
度
Ａ
Ｉ
に
対
応

す
る
新
た
な
ス
キ
ル
ア
ッ

プ
が
必
要
。
Ａ
Ｉ
に
支
配

さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
主

体
的
に
Ａ
Ｉ
と
共
存
し
て

公明党

岡
お か

崎
ざ き

　悟
さとる

　議員

問 県道・二軒茶屋原研線
� の整備を

問 AI＊時代に備えた学びとは

答 県と協議し安全性の向上を図る

答 様々な経験や体験が必要と思う

間
が
増
え
て
い
る
こ
と
か

ら
、
今
後
は
歩
行
に
支
障

が
な
い
よ
う
に
、
歩
行
者

用
照
明
の
設
置
に
つ
い
て

協
議
し
て
、
本
村
も
歩
道

照
明
の
設
置
可
能
な
箇
所

な
ど
の
調
査
を
行
い
、二

軒
茶
屋
原
研
線
の
交
通
の

安
全
性
向
上
を
図
る
。

問　
県
道
の
改
善
を
求
め

る
に
は
、
ど
の
よ
う
な
方

法
が
あ
る
の
か
。

答　
県
道
の
改
善
を
求
め

る
要
望
の
取
扱
い
は
、
地

元
自
治
会
か
ら
要
望
書
を

村
へ
提
出
い
た
だ
き
、
そ

の
要
望
・
意
見
を
踏
ま
え
、

村
が
県
へ
要
望
し
た
い
。

人
間
ら
し
く
生
き

て
い
く
た
め
に
は

基
盤
と
な
る
多
く

の
経
験
・
体
験
が

重
要
だ
が
、
村
の

考
え
は
。

答　

身
近
な
人
や

社
会
、自
然
と
直

接
関
わ
り
、
さ
ま

県道を照らす街路灯

子どもたちには自然体験・経験が必要

光風会

江
え

田
だ

　五
いつ

六
む

　議員

ざ
ま
な
経
験
や
体
験
を
通

し
て
、
新
た
な
気
付
き
を

得
た
り
、
そ
れ
を
基
に
考

え
た
り
す
る
こ
と
は
、
児

童
生
徒
に
「
生
き
る
力
」

を
育
む
上
で
極
め
て
重
要

で
あ
る
。
今
後
と
も
体
験

活
動
の
充
実
に
努
め
る
。

問　
学
校
給
食
費
の
無
償

化
が
必
要

答　
状
況
を
見
極
め
検
討

す
る

問　
物
価
高
騰
や
子
育
て

支
援
の
一
環
と
し
て
、
学

校
給
食
費
の
無
償
化
に
踏

み
切
る
必
要
が
あ
る
。

答　
今
後
、
状
況
を
見
極

め
な
が
ら
考
え
る
。

＊AI…Artificial Intelligence（人工知能）の略。
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問　
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス

テ
ム
の
目
的
は
、
高
齢
者

の
尊
厳
保
持
と
自
立
生
活

の
支
援
の
下
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し

続
け
る
こ
と
。
認
知
症
に

な
る
と
「
何
も
分
か
ら
な

く
な
っ
て
し
ま
う
」
な
ど

間
違
っ
た
認
識
が
広
が
り
、

つ
ら
い
思
い
を
す
る
本
人

や
家
族
が
い
る
が
、
ど
う

守
り
支
え
る
の
か
。

答　
認
知
症
の
人
に
優
し

い
地
域
づ
く
り
を
推
進
す

る
た
め
、
認
知
症
地
域
支

援
推
進
員
を
主
軸
に
認
知

症
カ
フ
ェ
な
ど
、
ま
た
普

及
事
業
と
し
て
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。

問　
認
知
症
の
方
と
も
、

公明党

植
う え

木
き

　伸
し ん

寿
じ

　議員

問 認知症の本人と家族を
守る取組は

よ
り
良
く
暮
ら
せ
る
共
生

社
会
の
構
築
に
向
け
準
備

の
状
況
は
ど
う
か
。

答　
認
知
症
の
本
人
を
中

心
に
、
本
人
同
士
が
自
ら

の
体
験
や
希
望
、
必
要
と

す
る
こ
と
を
話
し
合
う
場

を
本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

（
き
ず
な
の
会
）
と
し
本

人
発
信
の
思
い
を
大
切
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
今
後

本
人
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
な
ど

を
通
じ
て
、
支
援
ニ
ー
ズ

と
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
社
会
資
源
と
結
び
、
よ

り
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
取

り
組
み
で
あ
る
村
独
自
の

チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
の
設
置

に
向
け
検
討
を
す
る
。共生社会の実現に向けた

認知症サポーター養成講座

問　
今
後
、
予
定
さ
れ
る

東
海
村
広
域
避
難
計
画
の

住
民
説
明
は
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏

内
自
治
体
の
計
画
が
公
表

さ
れ
た
後
に
取
り
ま
と
め

ら
れ
る
「
緊
急
時
対
応
」

が
整
理
さ
れ
た
段
階
に
お

い
て
、
国
・
県
と
と
も
に

避
難
行
動
の
全
体
像
を
住

民
に
説
明
す
べ
き
。
ま

た
、
計
画
の
住
民
周
知
と

し
て
重
要
な
こ
と
は
、
原

子
力
災
害
時
の
初
動
（
避

難
先
）
を
知
っ
て
い
た
だ

く
こ
と
で
あ
る
と
考
え
る
。

新
た
な
住
民
周
知
の
仕
組

み
を
構
築
す
べ
き
と
思
う

が
考
え
を
伺
う
。

答　
過
去
の
意
見
交
換
会

で
頂
い
た
さ
ま
ざ
ま
な
意

見
の
中
に
は
、
広
域
避
難

問 住民への避難先周知に
注力すべき

答 有効な周知方法を模索していく

計
画
の
規
定
事
項
に
は
直

接
的
に
関
係
し
な
い
も
の

や
、
国
や
県
が
整
理
す
る

も
の
も
含
ま
れ
て
い
た
。

住
民
の
不
安
や
疑
問
に
答

え
る
観
点
か
ら
、
国
や
県

も
一
堂
に
会
し
た
場
で
説

明
す
る
こ
と
は
、
よ
り
有

効
で
あ
る
と
認
識
し
た
と

こ
ろ
。
住
民
周
知
に
つ
い

て
は
、
可
能
な
限
り
多
く

の
手
段
で
行
う
こ
と
が
重

要
と
の
認
識
の
も
と
、
県

が
開
発
中
の
原
子
力
災
害

に
備
え
た
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

の
活
用
や
個
人
情
報
を
要

し
な
い
業
務
ア
プ
リ
等
を

用
い
た
周
知
ツ
ー
ル
の
作

成
等
も
検
討
し
て
い
く
。

新政とうかい

河
か わ

野
の

　健
け ん

一
い ち

　議員

昨年 10 月の広域避難訓練での
防災講習会の様子

答 村独自のチームオレンジの検討を
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問　
災
害
時
に
自
力
で
の

避
難
が
困
難
な
避
難
行
動

要
支
援
者
。
そ
の
数
は
、

他
市
で
は
数
千
人
だ
が
本

村
は
90
人
と
極
端
に
少
な

い
。
原
子
力
災
害
で
は
高

齢
者
や
障
が
い
者
、
乳
幼

児
な
ど
の
要
配
慮
者
（
要

支
援
者
を
含
む
）
の
多
く

が
自
助
努
力
で
の
避
難
は

困
難
。
名
簿
登
録
者
の
見

直
し
を
し
て
は
。

答　

本
村
で
は
介
護
の

認
定
度
な
ど
で一律
に
対

象
者
と
は
せ
ず
、多
方

面
か
ら
の
情
報
で
状
況

を
把
握
し
て
真
に
支
援

が
必
要
な
方
を
名
簿
登

録
し
て
い
る
。民
生
委

員
や
自
治
会
に
加
え
ケ

ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
福

問 避難行動要支援者登録の
見直しを

答 介護認定度等で一律には扱わない

祉
専
門
職
か
ら
情
報
を
い

た
だ
く
と
と
も
に
、不
安
を

抱
え
る
本
人
か
ら
の
相
談

を
常
時
受
け
て
と
り
こ
ぼ

れ
の
な
い
よ
う
努
め
る
。

問
　
避
難
バ
ス
や
福
祉
車

両
の
必
要
台
数
は

答　
県
バ
ス
協
会
等
と
の

協
定
締
結
は
ま
だ

問　
避
難
バ
ス
や
福
祉
車

両
等
の
必
要
数
と
現
在
準

備
で
き
て
い
る
台
数
は
。

答　
県
は
、
県
バ
ス
協
会

県
ハ
イ
ヤ
ー
・
タ
ク
シ
ー

協
会
、
県
内
社
会
福
祉
協

議
会
が
保
有
す
る
車
両
数

を
把
握
中
。
協
定
締
結
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

　高齢者（65 歳以上）　9617 人
　身体障がい者　　　　　961 人（※28 人）
　知的障がい者　　　　　337 人（※4 人）
　精神障がい者　　　　　280 人（※3 人）
　乳幼児・未就学児童　 1733 人
児童・生徒　3307 人　　外国人　403 人

村内要配慮者数（令和 5 年 5 月 1 日現在）

避難行動要支援者名簿登録者数　90 人
（65 歳以上で要介護 3 以上は 19 人）

数に重複あり　※印は名簿登録者数

村内要配慮者数等との比較
（地域福祉課の資料から）

阿
あ

部
べ

　功
こ う

志
し

　議員

取手市の被災者支援に寄付しました

（左から）寺門定範議員、大内則夫議員、取手市議会　金澤克仁議長

令和５年６月２日に発生した台風
２号により、被災された方々に心よ
りお見舞い申し上げます。村議会で
は、取手市内の災害復旧事業・被災
者支援事業等に活用していただくた
め、議会議員全員の総意により、令
和５年７月４日（火）に支援金とし
て 10 万円を取手市議会に寄付しま
した。

議員一同、被災地の早期の復旧、
復興を心より願っております。

東海村議員会
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福祉まつり、友達と遊びました。

い
つ
ま
で
も
、
じ
い
じ
と
あ
そ
ん
で
ね
。

茨城に寄港した大型クルーズ船

初めての運動会頑張って最後まで完走しました

母
と
子
の
サ
ロ
ン
、
楽
し
か
っ
た
よ
！
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議　会　報
編集委員会

委員長　　植木　伸寿　　副 委 員 長　　三上　　修
委　員　　村上　　孝　　恵利　いつ　　河野　健一　　吉田　充宏　　笹嶋　士郎

表紙写真の紹介

はじめよう！

か
ら聴傍

傍聴の定員は50名

どなたでも傍聴できます。
役場議会棟２階にお越し
ください。（受付は30分前から）

ふれあい福祉まつりが５年
ぶりに開催されました。さま
ざまな団体の展示やふれあい
コーナー、ステージ発表に加
えて、キッチンカーの販売エ
リアも。絆館内が大勢の人で
にぎわう中、盲導犬「ステラ」
はいつも冷静沈着で人気者。
触れ合う子どもたちのまなざ
しは優しかったです。

シリーズ
６

村内の風景や思い出などをご紹介します。
たくさんのご応募ありがとうございました。

Vol.６

定例会日程（予定）９月 村内各コミセン
総合福祉センター「絆」でライブ配信中

期　日 時　間 内　容
９月１日（金） 午前10時～ 開会
９月11日（月） 午前10時～ 一般質問
９月12日（火） 午前10時～ 一般質問
９月13日（水） 午前10時～ 一般質問
９月14日（木） 午前９時～ 予算決算委員会

期　日 時　間 内　容
９月15日（金） 午前９時～ 予算決算委員会
９月19日（火） 午前９時～ 予算決算委員会
９月21日（木） 午前10時～ 予算決算委員会
９月26日（火） 午前10時～ 議案審議

※日程は変更になる場合があります。
※�開会・一般質問・議案審議は、議会棟２階の議会事務局窓口で住所・氏名等を記載するだけで、どなたでも傍聴できます。

〈応募方法〉メールまたは郵送でご応募ください。
〈郵 送 先〉〒319-1192　那珂郡東海村東海3-7-1 東海村役場議会事務局
〈応募条件〉村内在住・在勤の方    〈必要事項〉①写真　②応募用紙 （議会ホームページからダウンロードできます。）
〈メール先〉gikaijimu@vill.tokai.ibaraki.jp　〈募集期間〉令和５年９月 28 日まで

みなさんの「四季の思い出」写真を募集します。


